
 

 

 

 

 

特定非営利活動法人だっぴ 

2022年度（令和 4年度）・第 10期 

事業報告書 

【期間：2022年 4月 1日～2023年 3月 31日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2022 年度を振り返って 

新型コロナウイルスによる教育活動への影響がようやく薄れてきた 2022 年度。学校教育やコミュニティの

活動が再始動していくなか、私たちだっぴの活動も復調と発展の年となりました。外部との交流が遮断されて

いた学校で過ごしてきた中学生・高校生においては、異なる他者と面と向かって関わる機会はわずかだった場

合もあり、コミュニケーション能力や社会関係資本（人とのつながり）をここから手に入れていくことになり

ます。 

 

主に３つの活動について振り返っていきたいと思います。まず、中学生・高校生だっぴは、15 市町村 33 校

で実施し、中学生 1105 名、高校生 552 名、大学生 318 名、大人 602 名が参加してくださいました。プログラ

ムの参加にご協力いただいている大学生や大人の皆さんには本当に感謝しております。コロナ禍で外部との関

わりが少なってしまった学校現場では、その教育活動を取り戻す文脈のなかで、異なる他者と関わる機会に対

するニーズも高まっていると感じます。ゆっくりとした歩みではありますが、真庭市や浅口市など、中学生だ

っぴの実施エリアを広げることができた 1 年でもありました。 

 

次に、WEB メディア「生き方百科」。岡山の大人たちに大学生がインタビューして、その生き方や考え方な

どについて記事を作成し、百科事典としてアーカイブしていく活動です。記事コンテンツを増やし、岡山の企

業活動を紹介する記事も公開することができました。記事数はまだ 7 社程度ですが、岡山の企業の面白さを若

者たちに発信する一助になればと思います。また、記事を読んでくれた若者が、自分の問いに対して何らかの

アンサーがあったと感じられる体験を届けるべく、TOP ページを改修しました。 

 

そして、放課後キャリア探究。月１回の頻度で、大学生や大人と交流できる教室を高校の放課後の時間につ

くりました。高校２校で実施し、累計 100 名以上の高校生が参加してくれました。高校生たちは、色んな人と

交流するなかで自己理解や社会理解につながる発見を得て、自分なりの問いをもち、その問いから次の行動・

チャレンジができた生徒も出てきました。まずは活動事例をつくった段階ですが、高校生のチャレンジを後押

しできる機会にすべく活動内容の改善に臨みたいと思います。 

「いい出会いは、いい人生をつくる。」中学生・高校生だっぴは、色んな人との出会いから、中高生が多様な

社会や生き方の存在そのものに気づき、自分の可能性を広げる旅に出る出発点です。その次のステップとして、

生き方百科や放課後キャリア探究を通して、ロールモデルとなる大人から具体的な学びを得たり、新たな自分

に気づいたりするなかで、自分なりの問いを生み、チャレンジしていく階段をつくっていきたいと思います。 

 

皆さんとともに、岡山の各地で教育の土壌を耕し、若者たちの成長を支えていきたいと考えています。 

引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

NPO 法人だっぴ 

代表理事 森分志学 

 



各事業の運営に関して 

１．中学生・高校生だっぴ 

中高生×大学生(世代)×大人の三者が、お互いの経験や価値観などを共有する対話プログラム。中高生の

自己効力感や将来への期待、地域社会に対する当事者意識を高める。 

目標 

・ 中高生が自分とは異なる意見を認めながら、自分の意見や考えも表現できることで、異なる他者

とコミュニケーションできる力を高める 

・ 中高生が将来への希望をもつ 

・ 中高生の地域社会に対する当事者意識を高める 

実績・成果 

実施校一覧 

実施日 企画名 

2022 年 6 月 22 日(水) 真庭市立蒜山中学生だっぴ 

2022 年 7 月 7 日(木) 倉敷翠松高校生だっぴ 

2022 年 7 月 8 日(金) 倉敷翠松高校生だっぴ 

2022 年 7 月 13 日(水) はたらくねっこ with 津山市四校連携 

2022 年 7 月 31 日(日) 鏡野町中高生だっぴ 

2022 年 8 月 20 日(木) 高梁市立高梁中学生だっぴ 

2022 年 8 月 25 日(木) 備前市立備前中学生だっぴ 

2022 年 8 月 26 日(金) 備前市立 4 校（伊里・三石・日生・吉永）合同中学生だっぴ 

2022 年 8 月 31 日(水) 赤磐市立吉井中学生だっぴ 

2022 年 9 月 3 日(土) 早島町立早島中学生だっぴ 

2022 年 9 月 14 日(水) 赤磐市立高陽中学生だっぴ 

2022 年 10 月 7 日(金) 金光学園中学生だっぴ 

2022 年 10 月 7 日(金) 金光学園中学生だっぴ 

2022 年 10 月 15 日(土) はたらくねっこ＠美作高校 

2022 年 10 月 21 日(金) 玉野市立日比中学生だっぴ 

2022 年 11 月 2 日(水) 赤磐市立磐梨中学生だっぴ 

2022 年 11 月 4 日(金) 赤磐市立赤坂中学生だっぴ 

2022 年 11 月 12 日(土) 西粟倉村立西粟倉中学生だっぴ 

2022 年 11 月 12 日(土) 浅口市中高生だっぴ 

2022 年 11 月 17 日(木) 玉野市立八浜中学生だっぴ 



2022 年 11 月 25 日(金) 岡山市立建部中学生だっぴ 

2022 年 12 月 2 日(金) 備前市立片上高校生だっぴ 

2022 年 12 月 3 日(土) 玉野市立玉中学生だっぴ 

2022 年 12 月 8 日(木) 備前市立三石中学生だっぴ 

2022 年 12 月 10 日(土) はたらくねっこ＠美作高校 

2022 年 12 月 13 日(火)  倉敷市立薗っ子だっぴ 

2023 年 1 月 11 日(水) 邑久高校生だっぴ R 

2023 年 2 月 3 日(金) 倉敷鷲羽高校生だっぴ 

2023 年 2 月 9 日(木) 勝北中こみゅ 

2023 年 3 月 6 日(月) 久米南中学生だっぴ 

2023 年 3 月 15 日(水) 林野高校生だっぴ 

2023 年 3 月 19 日(日) 誠和学舎×だっぴ 

 

参加者数 

中学生 1105 名、高校生 552 名、大学生 318 名、大人 602 名 

 

ノウハウ移転エリア 

・岡山市岡山中央中学校区 

・岡山市建部中学校区 

・備前市 

・高梁市 

・鏡野町 

・久米南町 

・西粟倉村 

 

成果 

 目標にある中高生の意識変容を起こすことができた。 

 新型コロナウイルスの影響が縮小したこともあり、実施エリアが拡大した。 

 協働実施やノウハウ移転の推進ができた。 

課題・展望 

実施校の拡大を目指して、①プログラムをコーディネートできる人材の育成②グループファシリテー

ターとして大学生が参加できない場合の代替プログラムの考案を行っていく。また、ノウハウ移転を行

った後の継続体制やモチベーション維持などの課題についても思案していきたい。 

 



２．だっぴ 50・テーマだっぴ 

岡山の若者と大人の対話・交流の場。学生が多様な生き方・働き方を知り、これからのキャリアを考える。

また、若者自身で機会をつくる経験を通して、自分で考える力や自己効力感を養う。 

目標 

・ 若者が多様な生き方を知り、幅広い視野で主体的に進路選択できる 

・ 大学生が自分の関心を出発として、自分たちでイベントを企画運営する 

・ だっぴの活動に関心のある若者たちが体験的に参加できる 

実績・成果 

実施一覧 

■アメポケ×だっぴ 

日 時 2022 年 4 月 30 日（土） 

会 場 国際交流センター 

参加者 大学生 15 名、大人 11 名 

 

■だっぴ 50（プレ） 

日 時 2022 年 9 月 18 日（日） 

会 場 岡山県生涯学習センター 

参加者 大学生 12 名、大人 9 名 

 

■Ｕターン×だっぴ 

日 時 2023 年 1 月 28 日（土） 

会 場 岡山学芸館高校 

参加者 高校生 10 名、大人 7 名 

 

成果 

 岡山の様々な大人と学生をつなぎ、学生がこれからのキャリアを考えるきっかけをつくることが

できた。 

 参加者同士の対話によって、多様な価値観や生き方があるなどの気づきや発見を生み出した。 

 企画運営に関わる大学生が「自分たちで考えて行動する」ことで、主体性や行動力、協働性を培う

ことができた。 

課題・展望 

「アメポケ×だっぴ」「教育×だっぴ」については、だっぴの活動に関わる大学生の呼び水として実施

を継続していく。その機能拡大として、認知や参加者数を増やしていきたい。「U ターン×だっぴ」は

岡山の企業と高校生のつながりをつくる機会として高校現場での実践を増やしていく。 

 

■教育×だっぴ 

日 時 2022 年 5 月 21 日（土） 

会 場 岡山大学教育学部棟 

参加者 大学生 29 名、大人 24 名 

 

■だっぴ 50 

日 時 2022 年 2 月 22 日（土） 

会 場 岡山県生涯学習センター 

参加者 大学生 12 名、大人 12 名 

 



３．生き方百科 

岡山の大人に大学生がインタビューを行い、その生き方や働き方、考え方を焦点に WEB 記事にまとめて、

生き方のいちロールモデルとして中高生・大学生に発信する。 

目標 

・ 中高生・大学生が色々なロールモデルを知り、自分の進路に関するヒントを得る 

・ 高校生・大学生がインタビューを通して社会への理解・関心を高める 

実績・成果 

投稿記事一覧 

2022 年 4 月 2 日 複数の職業経験を活かすスクールソーシャルワーカー・上田篤史さん 

2022 年 4 月 3 日 香りとアートで自分を大切にすることを伝える・大谷見矢子さん 

2022 年 4 月 8 日 警防課で裏から現場の仕事を支える消防士・岡邦彦さん 

2022 年 4 月 8 日 美術館のお姉さんとして子どもと関わる・寺元静香さん 

2022 年 4 月 9 日 IT の力で訪問看護介護業界に貢献する起業家・高木大地さん 

2022 年 4 月 10 日 魔法の笛が大切な出会いを運んでくれる・立石和美さん 

2022 年 4 月 12 日 岡山県にロケを誘致！プロモーションの調整役・妹尾真由子さん 

2022 年 4 月 15 日 You make Okayama#01 岡山トヨタ自動車株式会社 

2022 年 4 月 15 日 You make Okayama#02 服部興業株式会社 

2022 年 4 月 21 日 子どもたちの感性を育むアーティスト・山田茂さん 

2022 年 5 月 1 日 自分のやりたいことに真剣に向き合う人・かるぼさん 

2022 年 5 月 6 日 人を大切にできる子どもを英語教育で・池上真由美さん 

2022 年 5 月 6 日 自分を開いて他者と関わる・松穂亜花音さん 

2022 年 5 月 23 日 自分で考える子どもを育てる学習塾経営者・安永吉光さん 

2022 年 5 月 26 日 化粧品の製造を総務から支える・山本加奈子さん 

2022 年 6 月 6 日 工業高校の校長先生・文谷元信さん 

2022 年 6 月 14 日 目に見えない貧困を解決する・NPO 法人オカヤマビューティサミット 

2022 年 6 月 20 日 森の幼稚園で幼児と関わる・岡野理津子さん 

2022 年 6 月 27 日 国際協力と地域おこしにチャレンジする・亀鷹皓平さん 

2022 年 7 月 22 日 住まいのトータルコーディネーター・亀田裕子さん 

2022 年 7 月 29 日 You make Okayama#03 株式会社丸五 

2022 年 8 月 19 日 
人生の先輩はどう選んでる？就職活動に悩む大学生が枝松さんから聞いた「後悔し

ない生き方」 



2022 年 8 月 20 日 英国文化を伝える地域おこし協力隊員・上村統美さん 

2022 年 8 月 20 日 You make Okayama#04 株式会社マルイ 

2022 年 8 月 30 日 市役所職員を目指す学生が直撃！倉敷市職員・堀内さんのキャリア＆アドバイス 

2022 年 9 月 8 日 「はい」か「YES」で自分の幅を広げ続けるシステムエンジニア・北村森夫さん 

2022 年 9 月 15 日 地元を豊かに！久米南町役場職員・中村英之さん 

2022 年 9 月 18 日 教育を軸に移住したくなる地域づくりを・横山弘毅さん 

2022 年 9 月 24 日 文化芸術が持つポテンシャルを社会で活かす・公益社団法人岡山県文化連盟 

2022 年 9 月 25 日 子どもたちとまちの関わりをコーディネートする・明楽香織さん 

2022 年 10 月 11 日 地域をおこす理容師兼ストローアーティスト・平田慎一さん 

2022 年 10 月 18 日 かつて学校の先生を目指していた市役所職員・直原真弓さん 

2022 年 10 月 19 日 自宅で生活する障がい者・高齢者の安全安心を整える・岩田成矢さん 

2022 年 11 月 1 日 
フリーアナウンサー・都間さんから学ぶ！厳しい現実に負けずに「やりたい仕事」を

どう得るか 

2022 年 11 月 2 日 
夢や目標はないのが普通。シェアハウスプロジェクト代表・藤田さんの「やりたいこ

との見つけ方」 

2022 年 11 月 28 日 笑顔で思いに寄り添う訪問看護・富永芽生さん 

2022 年 11 月 29 日 自分で決めた道を変えていい？龍門さんが語る図書館司書の仕事と”別の道” 

2022 年 12 月 9 日 経験を地域貢献に変えるママ起業家・沖村舞子さん 

2022 年 12 月 25 日 日本の学校にエディブル教育を・田辺綾子さん 

2022 年 12 月 28 日 
助けを求める子どもたちを守り、自立を支える・認定 NPO 法人子どもシェルターモ

モ 

2023 年 2 月 6 日 枠にとらわれない健やかな働き方を追求するフリーランスライター・小溝朱里さん 

2023 年 3 月 2 日 創業 100 年を超える、 もみすりロール国内シェア No.1 企業・株式会社水内ゴム 

2023 年 3 月 4 日 仕事の外に「ゴミ拾い」というフィールドをもつ・後藤寛人さん 

2023 年 3 月 7 日 WEB で岡山の地域資源を発信するローカルデザイナー・垂井美由紀さん 

2023 年 3 月 14 日 
世界で活躍する自社製品！ メイドインジャパンにこだわるメーカー企業・カーツ株

式会社 

2023 年 3 月 22 日 ブライダル業界ってどんな仕事？専門学校の先生に聞いてみた。 

2023 年 3 月 27 日 制御機器販売で中四国 No.1 の売上を誇る技術商社・ライト電業株式会社 

2023 年 3 月 28 日 とことんトーク！美容師に憧れる高 1 生、思い切ってプロに不安を打ち明けてみる。 

 

 



成果 

UU 数 10,416 人 

PV 数 51,406 

 インタビューに挑戦した高校生・大学生は、取材先の企業や業界に関心を強めたり、社会理解を深

めることができた。 

 記事を読んで様々な大人の生き方に触れることで、自己探究・進路選択の一助になることができた。 

 

助成 

備中県民局提案型協働事業 

教育文化助成金（公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部） 

課題・展望 

まずは高校生や大学生が読みたい記事になるようにブラッシュアップを行い、ユーザー数を増やす。そ

の後、アーカイブされた記事（人材）が学校教員の外部人材活用に活かされるよう構築し、若者と大人、

学校と社会をつなぐプラットフォームとしての価値を高めていく。 

 

 

 

 

 

４．放課後キャリア探究 

高校生が大人との交流から、次の 1 歩となる行動に向かう問いをつくる。 

目標 

・ 高校生が社会理解を進め、生き方や働き方に関する知見を深める。 

・ 高校生が暫定的な目標設定につながる自分の問いをもつことができる。 

・ 高校生が自分の関心に基づいて、実際に大人と関わる機会にアクセスする。 

実績・成果 

■矢掛高校「career lab」 

実施日 6 月 29 日、9 月 21 日、9 月 28 日、10 月 19 日、11 月 2 日、11 月 30 日、1 月 18 日、1 月 25

日、2 月 5 日、2 月 15 日（計 10 回） 

参加者 53 名（累計） 

 

プログラム内容 

実施時間 1.5 時間程度 

運営者 大人 1 名、大学生 1～2 名 

ゲスト 大人 1 名 



最初にゲストである大人から仕事内容や生き方についての情報提供をしてもらう。その後、高校生から

の問いかけによって、内容をさらに深めていく。ゲストの大人から見える世界に触れて、高校生は自分

のこれからの進路や行動目標を具体的にすることで、次の 1 歩を（行動に）踏み出しやすくする。 

 

■鴨方高校「放課後カフェ」 

実施日 6 月 15 日、7 月 15 日、9 月 7 日、10 月 7 日、11 月 7 日、12 月 7 日、1 月 17 日、2 月 1 日、

2 月 20 日、2 月 24 日（計 10 回） 

参加者 51 名（累計） 

 

プログラム内容 

実施時間 1～1.5 時間 

運営者 大人 1 名、大学生 1～2 名 

ゲスト 大人 1 名 

参加した高校生は下記方法のいずれかで大人と交流する 

 ゲストとして参加している大人から、仕事内容やこれまでの生き方についてなど話を聞く。【社会

探究】 

 自己分析ツールを使用し、客観的に自分のパーソナリティを知る。その結果をもと に大学生や大

人と対話を行い、自己理解を深める。【自己探究】 

 自分の興味関心や進路の悩みなどを大人と話す【社会探究・自己探究に心を向かわせるアウトリー

チ】 

 

成果 

・ 上記目標にある変容を高校生に及ぼすことができた 

・ プログラムの運営フォーマットをつくり、実験的事例として発信することができた。 

 

助成 

備中県民局提案型協働事業 

課題・展望 

高校生が自分なりの問いを持ち、「とにかくやってみる」という自分の打席に立つ・1 歩を踏み出すと

ころまでつなげていく。活動モデルの整理を行い、教育的成果や意義をより洗練されたものにしてい

く。事業モデルの検討については、①行政委託（市町村教育委員会あるいはまち・ひと・しごと創生関

連部署）②大学入試広報予算の 2 つの選択肢があり、ヒアリングしながら現実的な着地点の探索を進

める。 

 

 

 



５．探究学習 

矢掛高校 2 年生の探究学習「ESD 探究」として、高校生がファシリテーションを学ぶ。実践の場として、

倉敷市立薗小学校で行われる「薗っ子だっぴ」にて、高校生がグループのファシリテーターにチャレンジ

する。 

目標 

・ ファシリテーションを学ぶことを通して、高校生が他者と関わる・つながる力を身につける。 

・ 小学生が高校生や大人と対話することで、多様な考え方を知り、地域社会とつながる。 

実績・成果 

◼ ESD 探究 

時期 9 月～12 月（月 2 回） 

対象 矢掛高校探究コース 2 年 

内容 ファシリテーションについて学ぶ 

 

◼ 薗っ子だっぴ 

日 時 2022 年 12 月 13 日(火) 

場 所 倉敷市立薗小学校 

参加者 小学生 30 名、高校生 18 名、おとな 22 名 

 

成果 

 高校生の他者と関わる・つながる力の向上やその力を高めようと動機づけを行うことができた。 

 小学生が自分のことを表現する力や他者と関わる力を身につけることができた。 

 

課題・展望 

矢掛高校にとどまらず、探究学習の領域で関わる高校を増やしていきながら、組織内にノウハウを蓄積

する。 

 

 

６．大学連携 

岡山大学では桑原先生が開講する一般教養の授業との連携によって、受講する大学生が中学生・高校生

だっぴのキャストとして参加。岡山県立大学や山陽学園大学ともインターンシップで連携。 

 

７．講演講師・研修 

津山市役所の新入職員を対象としたファシリテーション研修を実施。受講職員は実践として津山市での

中学生・高校生だっぴのキャストとして参加。 



 

８．イベント企画協力等 

だっぴの場づくりのノウハウを活かして他団体のワークショップ等に企画協力。および話題提供者とし

てイベント登壇。 

イベント・ワークショップ 

・ 岡山たからもんセミナー（山陽新聞社） 

・ 吉備の環アクションワークショップ（御南西公民館・福田公民館、山陽新聞社） 

・ とみやま未来塾（岡山市富山公民館） 

・ 保護者向け子育てワークショップ（公益社団法人倉敷青年会議所） 

・ NPO インターン振り返りワークショップ（NPO 法人岡山 NPO センター） 

・ 高梁川志塾（一般社団法人高梁川流域学校） 

など 

 

９．だっぴオンライン活動報告 

新型コロナウイルス対策としてオンランでの開催。①中学生・高校生だっぴ②生き方百科③放課後キャ

リア探究などの取り組みについて報告・共有する。 

 

 


